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小 諸 ・ 佐 久  多 様 な 人 材  皆 で 築 こ う 
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全
国
労
働
衛
生
週
間
⡐
、労
働
者
⡏
健
康

管
理
⡥
職
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環
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改
善
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⡊
、労
働
衛
生

⡌
関
⠺
⡬
意
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⡳
高
⡢
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場
⡈
⡏
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⡋
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⡳
促
⠸
⡇
労
働
者
⡏
健
康
⡳
確
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⡬
⠴
⡉
⡋
⡊
⡳
目
的
⡌
、昭
和
⟦
⟩
年
⠬
⡪
続

⠲
⡪
⡭
⡇
⠥
⡬
取
組
⡈
⠺
。 

今
年
⡣
、⟥
⟤
月
⟥
日
⠬
⡪
⟫
日
⡟
⡈
⡳
本

週
間
、⟭
月
⟥
日
⠬
⡪
⟧
⟤
日
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⡈
⡳
準
備
期
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⡉
⠸
⡇
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⠺
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⠴
⡏
機
会
⡌
、労
働
者
⠭
心
身
⡉
⡣
⡌
健
康

⡈
働
⠮
続
⠲
⡪
⡭
⡬
環
境
⠭
整
っ
⡇
⠥
⡬
⠬
、

再
確
認
⠸
⡇
⡠
⡟
⠸
ょ
⠧
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 ❘❘
危
険
⡥
有
害
性
⡐
目
⡌
見
⠩
⡋
⠥
⠴
⡉

⠭
⠣
⡫
⡟
⠺
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労
働
災
害
⡐
、手
⠺
⡫
⡏
⡋
⠥
高
所
⠬
⡪
⡏

墜
落
❼転
落
⡏
⡩
⠧
⡋
、目
⡌
見
⠩
⡬
不
安
全

⡋
状
態
⠭
原
因
⡈
発
生
⠺
⡬
⡣
⡏
⡁
⠲
⡈
⡐

⠣
⡫
⡟
⠼
⡴
。洗
剤
⡥
塗
料
等
⡳
使
用
⠺
⡬

⡉
⠮
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金
属
溶
接
作
業
中
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立
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上
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等
⡌
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⡟
⡭
⡬
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⡌
見
⠩
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⠥
有
害
物
⠭

体
⡌
取
⡫
込
⡟
⡭
⡬
⠴
⡉
⡌
⡩
⡫
、急
性
中
毒

⡥
化
学
熱
傷
、数
十
年
後
⡌
遅
発
性
⠭
⡴
等

⡏
症
状
⠭
現
⡭
⡬
⠴
⡉
⠭
⠣
⡫
⡟
⠺
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「
目
⡌
見
⠩
⡋
⠥
」
⠬
⡪
⠴
⠾
、会
社
⡉
⠸
⡇

作
業
中
⡌
労
働
者
⠭
扱
⠧
有
害
物
等
⡳
把
握

⠸
、衛
生
的
⡈
適
切
⡋
作
業
方
法
⡳
検
討
❼実

行
⠸
⡟
⠸
ょ
⠧
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安
全
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入
手
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⠸
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ょ
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家
庭
⡈
使
⠧
洗
剤
⡣
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務
用
⡈
使
⠧
場
合
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全
⢛
ー
⢓
⢋
ー
⢜
⡳
入
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⠸
、洗
剤
⡌

含
⡟
⡭
⡬
有
害
物
⡥
取
⡫
扱
⠥
上
⡏
注
意
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第77回 

全国労働衛生週間スローガン 

ひとりひとりが貴重な人材 
心も体も健やかに 

みんな生き生き健康職場 

等
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認
⠸
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⠸
ょ
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労
働
衛
生
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⡐
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⠭
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⠺
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⠹
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⠸
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⠭
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⠧
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第 77回 全国労働衛生週間 実施要綱（抜粋） 

【
全
国
労
働
衛
生
週
間
中
に
行
う
こ
と
】 

・
事
業
者
、
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
に
よ
る
職
場
巡
視 

・
労
働
衛
生
旗
の
掲
揚
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
掲
示 

・
有
害
物
の
漏
え
い
等
に
よ
る
事
故
等
緊
急
時
の
災

害
を
想
定
し
た
実
地
訓
練 

・
労
働
衛
生
に
関
す
る
講
習
会
等
の
労
働
衛
生
の
意

識
高
揚
の
た
め
の
行
事
等
の
実
施 

 

【
準
備
期
間
中
に
行
う
こ
と
】 

・
適
切
な
健
康
診
断
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
実

施 ・ 「
心
の
健
康
づ
く
り
計
画
」
の
策
定
、
実
施
状
況
等

の
評
価
、
改
善 

・
治
療
と
就
業
の
両
立
支
援
対
策
の
推
進 

・
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
の
た
め
の
労
働

時
間
の
状
況
把
握
、
長
時
間
労
働
者
に
対
す
る
医
師

の
面
接
指
導
等
の
実
施 

・「
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
等
に
基
づ
く
熱
中
症
予
防
対
策
の
推
進 

・
化
学
物
質
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
の
た
め
の
安
全

デ
ー
タ
シ
ー
ト
の
内
容
把
握
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
実
施 

・
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
の
た

め
の
有
資
格
者
に
よ
る
事
前
調
査
の
実
施
、
隔
離
・
湿

潤
化
の
徹
底 

・
転
倒
・
腰
痛
災
害
予
防
に
関
す
る
事
項
（「
高
年
齢

者
の
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
指
針
」
に
基
づ
く
作

業
環
境
の
改
善
・
管
理
の
実
施
） 
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労使トラブルは事業主と労働者の双方にとって大きな負担となるだけ
でなく、職場の信頼関係にも影響するものです。 
今年度開始以降、当署に寄せられた労務関係の相談内容で」特に多

かったものは①解雇、②年次有給休暇、③定期賃金不払に関するもの
でした。そこで今回はこれらのテーマについてよくある相談事例と留意点
をご紹介します。 
 

――解雇について 
  解雇に関しては、主に①そもそも解雇に当たるのか②解雇に合理性・
妥当性があるのか③解雇予告など手続きが適正に行われているのか、
といった点が争点となります。解雇には「客観的に合理的な理由と社会
通念上の相当性」が必要ですので慎重な判断が求められます。 

労使トラブルを未然に防ぎましょう 

今月号 関連リンク 

連日厳しい暑さが続いております。旧盆
期間で休みの方→休日明け後の「暑熱
順化の戻り」・「気の緩み」や「急ぎの作
業」は、労働災害等が発生しやすい危険
なタイミングです。もう一度基本の安全手
順に立ち返り、指差呼称の徹底等しましょ
う。安全で楽しい夏季期間を過ごすため、
日々の確実な点検をお願いします。 

～編集後記～ 

また、仮に解雇する場合であっても、本人に対し十分に説明を行う、30 日前に予告を行う（もしくは解雇予告
手当を支払う）等、法令に基づいた対応を適切に行いましょう。 
 

――年次有給休暇について 
  年次有給休暇に関しては、「年次有給休暇がないと言われた」「申請しても拒否された」「勝手に使われてい
た」といった内容が多いです。年次有給休暇は、事業の正常な運営を妨げる場合に時季変更権を行使できるケ
ースを除き、基本的に労働者の求める日に取得させることが原則です。また、年 5日の取得義務もありますので、
夏季休暇などの時期に取得推奨期間を設けるなど、休暇を取得しやすい環境づくりに努めましょう。 
 

――定期賃金不払について 
定期賃金に関しては、「賃金から一定の金額を控除された」「賃金を同意なく引き下げられた」といった相談

が多いです。法律で定められた税金や社会保険料を除けば、賃金から一方的に控除できるものは賃金控除協
定で定めた「事理明白なもの」に限られます。また、個別の契約で具体的な賃金額を定めている場合、賃金引き
下げに関しては原則労働者の同意が必要になりますのでご注意ください。 
 

そ
の
質
問
、本
当
に
必
要
で
す
か
❿ 

 

～
公
正
な
採
用
選
考
の
た
め
に
～ 

採
用
選
考
は
、応
募
者
の
人
生
に
大
き
く
関
わ
る
重
要
な

機
会
で
す
。企
業
に
は
採
用
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、応
募
者
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、本
人
の
適
性
と
能
力

に
基
づ
い
た
公
正
な
採
用
選
考
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 
 

採
用
時
に
は
、本
籍
・出
生
地
、家
族
構
成
や
職
業
、住
宅
状

況
、宗
教
、支
持
政
党
、人
生
観
な
ど
、職
務
遂
行
能
力
と
は
関

係
の
な
い
事
項
を
応
募
書
類
や
面
接
で
把
握
し
な
い
よ
う
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。こ
れ
ら
の
情
報
収
集
は
就
職
差
別
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、応
募
者
に
広
く
門
戸
を
開
き
、合
理
的
か
つ
客
観
的

な
採
用
基
準
を
事
前
に
定
め
、公
正
で
透
明
性
の
あ
る
選
考

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。公
正
な
採
用
選
考
は
、企
業
の
信
頼
向

上
や
多
様
な
人
材
の
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。採
用
基
準
や

面
接
内
容
を
今
一
度
点
検
し
、公
正
な
採
用
選
考
の
推
進
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
「
公
正
採
用
選
考
特
設
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

Pick UP! 

令和８年度 
全国衛生週間 
（厚労省ＨＰ） 

最低賃金・家内労働 
（長野労働局ＨＰ） 

 

公正採用選考 
特設サイト 

 

長野県最低賃金の改正 

地域別最低賃金は、地方最低賃金審議

会（公益、労働者、使用者の代表で構成）

において、中央最低賃金審議会が示す引

上げ額の目安を参考にしながら、地域の

実情を踏まえて審議されます。 

長野地方最低賃金審議会は 8月６日、

長野県最低賃金を時間額 1,117 円とす

ることが適当と長野労働局長に答申し

ました。今後異議申出に関する手続き等

を経て、早ければ 10 月２日に発効とな

る予定です。 


